













































して箸しい差異のある 2 つの生態型を 1 品種中から分型し、その雑種の行動を人儒的に多~と
も調整した僚件及びとれに類似の自然僚件下で比較したものである。との結果かかる生理的形













本報の実験材料はとれらの中溝手メシシユア 1J ~2号から分型した 2 つの生態型 Al 及びC
であって、その特性の償要は第1表の如くであれなた、との両系統の出積氏自長の異同を詳細
列挙すると次の如くでbる。
第 1表 岩手メU シユアリー 2号より分型された2つの型IA.及びCの特性
出 穂 の 性 質 自然欺11.¥1に於ける性放
J耳鳴恥酬福島引;酬の毛阻f制下糊信自下6 緩性 'ー"豊:・C助6事屯1珂〉
4青空時岬オ . . f 1・晶R ， .0 4FZF均
A. 長 毛 有 不自穂 不出穂 純秋播性 直立 98 13!V 




































以上の諸設に於て、 Wechsel型或は両節型が単に p春播性で耐署長性のあるもの11 .bずるも
のと F耐署長性の有無には闘濯なじに4 純春播性とも呉る種であるとするものとに区別される。
















第 2表 F~ 及 Fs 試験の婚種期及び殺培条件の概要
Ft 宮武 司除 F. 試 • 実険区分
指種期 4晶 所 播種期 高島 所
I 10月2日(46年〉 冷11ヲ:;<.室肇夜照明 3月初日(6B系統〉 戸 外 圃 揚
1 10月11日(49年〉 冷11ヲ:;<.笠彊E夜照明 g月lmfB系5j10 2日40 冷11 ヲ;..~質重夜風明
3月6日56系
III 3月10a(50年〉 戸 外 関 場 10月2日(21系統〉 冷11ヲ:;<.室重正夜照明







実験 Iめ民の半数を人矯的高温長日僚件下でFB試験L、たたまた実験 IIの F，のー部も問
機な僚件で日栽培を行って民遺健子君留を調査した。




































第 3表 岩手メ Vジユアロー の2生態型IAIC純秋婚、非感光性〉とC(両節性、
感光性〉との雑種目に於ける感光性及び非感光性の分隊
一一一一手薄耳石?
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上記れ試験の結果を更に確証する震実験1，I及び IIの F2から 1部の個体をとり系統別






















































非感光性 感 光 性
試験別 項目 合計 x' p 
長宅 短毛 長宅 短毛.
160 52 43 ]2 267 
理槍数・ 150.1 50.1 50，1 16.7 267 2.8n45 0.4179 
-綱同司・・・・・・・・"ーや・・........~・v・"""'....u........守山・，-・・.........，..f'..・ー・ー・ .......・・.1...・u・，..-ω・・...._._....・・・・・-・・......・. 


















第 8表 実験 It-F，とその日中.).十fhslsめ系統及び実験I1I-F，に
於ける悠光性の有無と葉"の毛宣車の有無との関係、
4聾 曹E 現 型 の 数
書式殿別・ 項 目 晩生〈非感光性〉 早主主〈感光性〉 計 x' P 
有毛 無毛 有毛 無毛
211 9 7 48 275 
IJ-F2 ~9: 3: 3: 1として 154.69 51.56 51.56 17.19 275 149.3605 極!.I'、

















f観察数 212 10 9 71 302 
I1I-F， ~9: 3: 3: 1として 169.875 56.625 56.625 18.875 302 232.8403 極小








第 7表 Fo試験により明かにされた実験 1(1949年ガラス室長目下裁培〉
おの非感光性、有毛個体:(doublydomi蜘 ¥t)の各遺伝子型の数
F，各iI惇子型の数
項 日 + -+ + + -t- + 
-+ -+ キ1a hs + 
観 祭 数 26 8 2 
週前比1:2:2:4として 10.67 21.33 21.33 
































































後に、 4つの呉る実験結果、即ち、 I-F2，II-F" 1-巴doublydominant群の Fs試験、並
びに lI-F~ 中ご重hデロ系統の会離の結果から個kに計算された感光性と葉鞘無毛との組換慣
の茸みやけられた平均値を Robertsonち(1944)の方法により計算した。辛の結果感光性
(1:ゆと葉鞘無毛 (hs)との組換慣として 6.4士0.56(%) t.l:~手数値を得売。




b具合ている。 Griffee(1925)， Schieriumn (1925)，高橋昇 (1924)，Ltitkov (19訂)らは1
遺体乎差によるものであるとし、 Vavilov~び Kuznetsov'(l留め， Neatby (1929) Kuckuck 
































関係あるとするもの・ (Gri貸~; Wexelsen 1934， Neatby 1929， Tschermak .，臼10)及び第
V撞鎖群めきのミ粗滑或は底I1J型との蓮鎖を推定してい'るもの CWexe1sen;middleton及び
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